
(

一)

古
文
書
翻
刻
紹
介

①
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
『
や
た
い
稽
古
并
中
入
等
記
帳
』　

上
町
・
七
津
屋
所
蔵

当
町
内
の
屋
台
の
稽
古
、
屋
台
・
曳
山
の
中
入
り
の
担
当
者
の
記
録
。
中
入
り

は
曳
山
・
屋
台
を
引
き
廻
す
際
の
休
憩
所
担
当
の
こ
と
。
こ
の
古
文
書
と
一
緒
に
、

注
を
附
し
た
解
読
文
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
翻
刻
は
、
そ
れ
を
も
と
に
し
、

わ
ず
か
に
修
正
し
た
。
な
お
、
次
の
②
の
史
料
の
「
中
入
り
・
夜
喰
」
は
、
神
輿
巡

幸
の
休
憩
所
や
夜
食
提
供
の
こ
と
で
、
本
史
料
の
「
中
入
」
と
は
別
。

一
つ
の
町
の
記
録
で
あ
る
が
、
祭
礼
全
体
に
つ
い
て
、
い
ま
の
と
こ
ろ
最
も
古

い
確
実
な
記
録
で
あ
り
、
ま
た
長
期
に
わ
た
る
年
代
記
と
し
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

〔
表
紙
〕

　

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）

や
た
い
稽
古
并
中
入
等
記
帳

　

巳
四
月
十
八
日　

上
街
ノ
連
中

〔
本
文
〕

や
た
い
稽
古
之
義
ハ
四
月
二
十
五
日
之
晩
よ
り
可
仕
候
事
、
尤
番
繰
ニ
而
宿
仕
候
ハ

ハ
可
然
哉
と
定
可
申
候
事
、
賄
之
儀
ハ
茶
ヲ
壱
つ
入
て
も
可
然
候
、
御
宿
番
繰
之
儀

ハ
、
中
間
衆
相
談
之
上
ニ
而
仕
候
ハ
バ
可
然
之
事

文
政
四
年
巳
四
月
、
改
之
置
の
み

「
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
寅
迄
、
凡
二
十
二
年
ニ
成
□
□
」
（
追
記
）

（
文
政
四
年
・
一
八
二
一
）

巳
年　

豊
蔵

　
　
　

清
六

　
　
　

吉
三
郎

　
　
　

小
右
衛
門

　
　
　

〆

（
文
政
五
年
・
一
八
二
二
）

午
年　

庄
右
衛
門

　
　
　

兵
左
衛
門

　
　
　

三
右
衛
門

　
　
　

六
次
郎

　
　
　

〆

（
文
政
六
年
・
一
八
二
三
）

未
年　

伝
右
衛
門

　
　
　

甚
蔵

　
　
　

七
郎
兵
衛

　
　
　

源
兵
衛

　
　
　

〆

（
文
政
七
年
・
一
八
二
四
）

申
歳　

伊
左
衛
門

　
　
　

源
右
衛
門

　
　
　

〆

（
文
政
八
年
・
一
八
二
五
）

酉
歳　

当
歳
ハ
山
・
や
た
い
出
不
申
候
事

　
　
　

〆

（
文
政
九
年
・
一
八
二
六
）

戌
歳　

清
兵
衛

　
　
　

三
郎
右
衛
門

　
　
　

源
四
郎

　
　
　

久
六



　
　
　

嘉
助

　
　
　

〆

（
文
政
十
年
・
一
八
二
七
）

亥
歳　

当
歳
ハ
山
・
や
た
い
出
不
申
候
事

　
　
　

〆

（
文
政
十
一
年
・
一
八
二
八
）

子
歳　

当
年
も
や
ま
・
や
た
い
出
不
申
候
事

　
　
　

〆

（
文
政
十
二
年
・
一
八
二
九
）

丑
歳　

当
歳
も
山
・
や
た
い
出
不
申
候
事

　
　
　

〆

（
天
保
元
年
・
一
八
三
〇
）

寅
年　

当
年
ハ
、
や
た
い
計

　
　
　

清
六

　
　
　

豊
蔵

　
　
　

〆

（
天
保
二
年
・
一
八
三
一
）

卯
歳　

伊
左
衛
門

　
　
　

甚
蔵

　
　
　

吉
三
郎

　
　
　

〆

（
天
保
三
年
・
一
八
三
二
。
天
保
飢
饉
発
生
）

辰
歳　

源
右
衛
門

　
　
　

七
郎
兵
衛

　
　
　

源
兵
衛

　
　
　

三
郎
右
衛
門

　
　
　

〆

（
天
保
四
年
・
一
八
三
三
）

巳
年　

当
歳
ハ
御
巡
見
迄
も
無
之
候
事

　
　
　

〆

（
天
保
五
年
・
一
八
三
四
）

午
年
ハ
御
巡
見
さ
へ
漸
々
二
日
ニ
相
極
、
中
入
さ
い
無
之
位
之
分
に
し
て
、
本
厳
寺

（
野
尻
法
厳
寺
）
殿
歩
ニ
而
諸
道
具
等
迄
軽
き
、
甚
タ
淋
し
く
御
巡
見
之
事
、
尤
山
・

や
た
い
之
義
ハ
及
申
す
事

　
　
　

〆

（
天
保
六
年
・
一
八
三
五
）

未
年　

当
年
ハ
山
は
町
内
際
ニ
築
山
ニ
し
て
、
や
た
い
計
、
四
町
へ
運
ふ

　
　
　

佐
助　

　
　
　

善
助

　
　
　

〆

（
天
保
七
年
・
一
八
三
六
）

申
年
ハ
山
は
築
山
ニ
而
も
出
不
申
、
や
た
へ
計
四
町
運
ふ

　
　
　

八
太
郎

　
　
　

角　

治
平

　
　
　

〆

（
天
保
八
年
・
一
八
三
七
）

酉
年
ハ
凶
作
之
事
故
、
孰
も
山
・
や
た
へ
出
ニ
不
申
事

（
天
保
九
年
・
一
八
三
八
）

戌
年
ハ
難
作
ノ
為
、
巡
見
も
無
御
座
事

（
天
保
十
年
・
一
八
三
九
）



亥
年
ハ
三
町
に
は
、
山
築
山
ニ
い
た
し
候
得
共
、
当
町
ニ
ハ
や
た
い
計
出
シ
申
候
事

　
　
　

川　

半
兵
衛

　
　
　

吉
甚
あ
ら
や　

藤
三
郎

　
　
　

〆

　
　
　

伊
蔵

　
　
　

彼
是
之
沙
汰
ニ
相
成
、
弐
家
に
て
可
然
宿
ニ
御
座
候
得
共
、
右
等
之
訳
故
、

　
　
　

三
軒
ニ
可
仕
候
事
、

（
天
保
十
一
年
・
一
八
四
〇
）

子
年　

山
三
町
共
築
山
町
内
際
曳
く
、
や
た
い
四
町
運
ふ
、
中
入
之
義
ハ
裏
ニ
記
ス

　
　
　

前
田
や
重
兵
衛

　
　
　

高
瀬
や
与
助

　
　
　

三
谷
や
治
助

　
　
　

〆

但
し
番
繰
之
義
ハ
前
重
と
高
与
か
当
り
ニ
御
座
候
得
共
、
当
年
は
餅
米
不
高
直
ニ
付
、

壱
升
ニ
付
百
三
十
文
ニ
御
座
候
而
三
軒
も
可
然
哉
と
相
定
候
事
、
ま
た
下
直
之
年
ハ

各
別
之
義
ニ
御
座
候

（
天
保
十
二
年
・
一
八
四
一
）

丑
年
ハ
曳
山
・
や
た
い
共
四
町
な
か
ら
曳
可
申
候
事
、
仍
而
中
入
之
人
々
ハ
左
ニ
記

ス
、

　

助
右
衛
門

　

六
之
助

　

伊
兵
衛

　

今
助

　

定
助

　

〆

（
天
保
十
三
年
・
一
八
四
二
）

寅
年
ハ
曳
山
・
や
た
い
四
丁
な
か
ら
曳
可
申
候
事
、
仍
而
中
入
之
人
々
左
ニ
記
ス

　

清
六

　

豊
蔵

　

甚
蔵

　

〆

（
天
保
十
四
年
・
一
八
四
三
）

卯
年
ハ
山
・
屋
躰
、
出
不
申
事

附
り

（
弘
化
元
年
・
一
八
四
四
）

辰
年
ハ
右
同
断

附
り

（
弘
化
二
年
・
一
八
四
五
）

巳
年
ハ
山
・
屋
躰
等
出
不
申
事

附
り

（
弘
化
三
年
・
一
八
四
六
）

午
年
ハ
右
同
断
之
事

（
弘
化
四
年
・
一
八
四
七
）

未
年
ハ
山
・
屋
躰
共
四
町
と
も
出
申
候
事

　
　
　

吉
江
屋
弥
三
兵
衛

　
　
　

□
屋
之
長
左
衛
門

　
　
　

安
清
屋
六
次
郎

　
　
　

城
端
之
源
次
郎

但
し
雨
ニ
而
宮
之
前
よ
り
四
町
共
引
□
か
れ
申
事

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）



申
年
ハ
山
・
屋
躰
共
四
町
な
が
ら
出
申
事

附
り
、
雨
天
ニ
御
座
候
得
共
四
町
と
も
曳
廻
り
申
候
、

　
　

広
与
三
市

　
　

飴
三
郎
右
衛
門

　
　

院
次
郎
八

　
　

〆

嘉
永
弐
年
（
一
八
四
九
）

一
、
酉
年
ハ
山
・
家
躰
四
町
乍
出
申
候
事

附
り
、
雨
天
ニ
而
御
座
候
而
御
祭
礼
四
日
ニ
相
成
、
右
之
通
り
出
申
候
事
、
就
夫
中

入
人
足
二
拾
人
者
人
足
出
申
内
ヘ
上
ル
相
談
ニ
相
成
、
そ
れ
も
宜
敷
不
か
ら
申
候
故
、

百
文
宛
出
ス
、
一
所
ニ
而
ま
か
な
へ
申
候
事
、

一
、
家
躰
中
連
中
并
□
□
方
等
、
中
入
之
分
は
十
軒
ニ
相
定
、
左
ニ
記

　

飴
屋
三
郎
右
衛
門

　

紺
屋
七
郎
兵
衛

　

川
伊
左
衛
門

　

吉
江
屋
甚
蔵

　

同
屋　

藤
三
郎

　

安
清
屋
六
次
郎

　

上
野
屋
清
六

　

川
崎
屋
文
蔵

　

広
安
屋
与
三
市

　

院
林
屋
次
郎
八

　

〆
十
軒

右
、
番
繰
之
義
は
先
帳
相
調
理
、
三
郎
右
衛
門
よ
り
番
繰
之
事

嘉
永
二
年

一
、
酉
年
中
入　

川
伊
左
衛
門

但
ス
指
支
ニ
付
、
上
清
六
殿
ニ
而
仕
候
事
、

同
三
年
（
一
八
五
〇
）

一
、
戌
年
中
入　

紺
七
郎
兵
衛

（
嘉
永
四
年
・
一
八
五
一
）

一
、
亥
年　

当
年
ハ
山
・
屋
躰
出
不
申
事

（
嘉
永
五
年
・
一
八
五
二
）

一
、
子
年　

上
清
六

但
し
川
伊
左
衛
門
方
ニ
而
仕
候
、

山
・
屋
躰
四
町
な
か
ら
出
申
候
、
依
而
中
入
左
ニ
記

（
嘉
永
六
年
・
一
八
五
三
）

一
、
丑
年　

吉
藤
三
郎

　

右
同
断

（
安
政
元
年
・
一
八
五
四
。
ぺ
ー
リ
ー
艦
隊
再
来
）

一
、
寅
年　

当
年
ハ
唐
国
舟
ニ
而
四
町
共
出
不
申
事

（
安
政
二
年
・
一
八
五
五
）

一
、
卯
年　

吉
甚
蔵

当
年
ハ
山
・
家
躰
四
丁
な
か
ら
出
申
候
事
、
し
か
し
雨
天
ニ
而
泊
？
り
山
ニ
相
成
、

四
日
ニ
曳
不
仕
候
事
、

四
日
ニ
吉
甚
方
ニ
而
又
候
中
入
頼
入
申
候
事

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

一
、
辰
年　

川
豊
蔵

当
年
ハ
山
・
家
躰
出
申
候
而
中
入
事

右
人
足
仲
人　

次
兵
衛

　
　
　
　
　
　

源
之
丞



　
　
　
　
　
　

与
三
七

　
　
　
　
　
　

〆

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

一
、
巳
年　

あ
め
や
三
郎
右
衛
門

　

右
屋
躰
中
連
中
仲
入
事

一
、
同
年
仲
人

　
　

西
？
吉
三
郎

　
　

□
長
左
衛
門

　
　

専
喜
右
衛
門

　
　

〆

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

一
、
午
年

山
・
屋
躰
出
不
申
事

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

一
、
未
年　

広
与
三
市

屋
躰
仲
人

当
年
ハ
山
・
屋
躰
出
申
候
、
し
か
し
雨
天
ニ
而
吉
江
屋
前
ニ
横
丁
山
罷
出
在
候
、
其

上
洩
わ
か
れ

一
、
同
年　
　
　

宮
八
太
郎

山
人
足
仲
人
之
事　
　

石
嘉
助

　

〆
萬
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

一
、
申
年　

山
・
屋
躰
不
申
候
事

〆文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

一
、
酉
年　

山
・
屋
躰
三
町
は
相
廻
候
ら
へ
共
、
下
町
は
参
り
不
申
候
事
、

仲
人
は
中
連
中
よ
り
人
足
仕
候
事
、

〆同
二
年
（
一
八
六
二
）

一
、　
　
　
　
　

狐
定
助

同
三
年
（
一
八
六
三
）

一
、　
　
　
　
　

安
六
次
郎

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

一
、　
　

あ
め
や
三
郎
右
衛
門

元
治
二
丑
（
慶
応
元
年
・
一
八
六
五
）

一
、　
　

上
清
六

右
、
家
・
躰
人
足　

宿
伊
兵
衛

（
慶
応
二
年
・
一
八
六
六
）

寅
年
よ
り
午
年
（
明
治
三
年
・
一
八
七
〇
）
迄
、
五
年
出
不
申
候
事
、

明
治
四
年
未
（
一
八
七
一
）
五
月

一
、
屋
躰
中
入　

川
伊
左
衛
門

右
家
山
付
人
足
ハ

　
　
　
　
　
　

宿　
　

川
幸
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
伊
助

当
年
は
山
・
屋
躰
四
町
共
ニ
出
申
処
、
横
町
山
・
屋
躰
上
七
殿
之
前
ニ
罷
在
、
上
町

之
与
は
吉
甚
殿
、
川
伊
殿
之
前
ニ
罷
在
り
、
新
町
之
与
は
角
ニ
罷
在
、
下
町
は
寺
井

屋
殿
之
前
に
罷
在
り
、
日
は
暮
方
ニ
相
成
候
、
附
、
泊
り
山
之
相
談
の
処
、
雨
天
ニ

相
成
、
就
夫
（
そ
れ
に
つ
き
）
引
わ
か
れ
と
申
事
も
御
座
候
へ
共
、
役
人
衆
之
詮
義



ニ
は
明
日
ニ
て
も
晴
上
り
候
へ
は
引
廻
れ
等
之
事
ニ
御
座
候
而
、
急
ニ
は
晴
不
申
と

思
ひ
下
町
ニ
は
勝
手
次
第
三
町
へ
案
内
な
し
ニ
山
と
取
こ
ほ
し
、
跡
三
丁
は
其
ま
ま

ニ
罷
置
、
四
日
五
日
等
降
つ
つ
く
、
三
日
晩
よ
り
五
日
晩
迄
人
足
付
置
入
用
も
相
懸

り
、
雨
は
漸
々
六
日
昼
喰
う
頃
ニ
晴
上
、
就
而
は
残
り
町
引
廻
り
約
定
之
義
、
下
町

ニ
は
取
こ
ほ
し
居
候
故
、
是
な
り
之
引
わ
か
れ
と
申
、
就
夫
、
引
合
ニ
相
成
、
役
人

衆
へ
御
達
し
申
候
へ
は
四
町
共
ニ
残
り
町
引
廻
れ
と
之
事
ニ
御
座
候
、
然
共
下
町
ニ

ハ
取
こ
ほ
し
居
候
故
、
取
組
ニ
ハ
刻
限
相
う
つ
り
又
候
日
暮
ニ
相
成
と
申
、
左
候
へ

は
后
後
三
丁
つ
つ
之
引
廻
り
下
町
へ
は
行
も
セ
す
受
も
せ
す
之
事
之
義
ニ
セ
ン
義
相

成
、
下
町
ニ
は
左
様
ニ
被
仰
候
へ
は
、
屋
躰
丈
ケ
ニ
致
呉
と
の
□
ニ
よ
つ
て
役
人
衆
、

夫
な
ら
は
早
速
屋
躰
取
組
、
残
り
三
町
先
ニ
相
廻
れ
と
之
事
ニ
御
座
候
、
夫
よ
り
横

町
先
山
と
し
て
上
町
之
山
・
屋
躰
、
新
町
之
山
・
屋
躰
相
並
セ
、
新
町
七
つ
や
へ
相

廻
り
、
下
町
は
其
跡
よ
り
屋
躰
取
組
相
廻
申
候
事
、

明
治
四
年
未
五
月

　
　
　
　
　

上
町

　
　
　
　
　

山
才
許

（
明
治
四
年
・
一
八
七
一
）

未
年

　

屋
躰
中
入
は
川
伊
左
衛
門

同　
　
　
　

川
幸

山
人
足　
　

八
伊

　
　
　
　
　

□
□

　
　
　
　
　

川
伊
助

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

一
、
申
年　

中
入　
　
　

院
林
屋
市
之
助

一
、
山
人
足　

立
勘

　
　
　
　
　
　

吉
庄
衛
門

　
　
　
　
　
　

武
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

栄
八
郎

　
　

〆

当
年
よ
り
横
町
山
、
下
町
ノ
山
、
宮
よ
り
上
町
新
町
へ
廻
り
、
夫
よ
り
横
町
浦
町
へ

引
廻
り
候
事
、
上
町
新
町
は
今
迄
之
通
り
宮
よ
り
横
町
端
ゆ
く
事
、
下
町
御
蔵
町
へ

引
廻
候
事
、
尤
新
町
七
ツ
や
一
年
替
り
ニ
し
て
先
ニ
行
事
と
跡
ニ
行
事
之
定

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）　

一
、
酉
年　

中
入　

吉
江
屋
弥
三
兵
衛

一
、
山
人
足　

次
平

　
　
　
　
　
　

又
十
郎

　
　
　
　
　
　

源
之
丞

　
　
　
　
　
　

清
七　

　
　
　
　
　
　

勘
右
衛
門

〆明
治
七
年　

戌
年
（
一
八
七
四
）

一
、
中
入　

紺
屋
半
兵
衛

一
、
山
人
足　

沼
田
吉
三
郎

　
　
　
　
　
　

葉
室
長
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

広
田
与
三
七

　
　
　
　
　
　

得
永
長
平

今
年
二
日
三
日
、
大
風
ニ
而
四
日
ニ
相
成
、
山
丈
ケ
町
内
引
、
屋
躰
計
に
て
廻
り

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

亥
年

一
、
中
入　

年
代
屋　

彦
兵
衛



一
、
右
人
足　
　
　
　

孫
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
助

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

子
年

一
、
中
入　
　

有
川
甚
蔵

一
、
右
人
足　

石
原
八
太
郎

　
　
　
　
　
　

栄
久
助

明
治
十
年
丑
年
（
一
八
七
七
）

一
、
中
入　
　

田
中
文
造

一
、
右
人
足　

前
川
嘉
助　

　
　
　
　
　
　

新
市
兵
衛

今
年
は
家
躰
計
ニ
而
、
稽
古
は
二
十
五
日
ヨ
リ
喜
左
衛
門
殿
よ
り
始
め
与
三
市
の
し

吉
兵
衛

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

一
、
中
入　

広
田
与
三
市

本
年
屋
躰
計
、
尤
浦
町
横
町
御
蔵
町
及
び
副
戸
長
山
田
七
彦
殿
方
へ
等
ノ
外
巡
り
不

申
、

　

屋
躰
人
足
中
入

　
　

四
人　

飛
騨
佐
助

　
　

弐
人　

河
合
源
蔵

　
　

弐
人　

田
井
又
三
郎

　
　

外
ニ
け
い
ご
壱
人
同
人

　

〆　

九
人

今
年
、
新
町
へ
先
巡
り
、
稽
古
宿
有
川
迄
乍
併
宮
八
事
、
病
中
ニ
テ
持
置
事

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）　

辰
五
月

一
、
中
入　

山
田
清
六

一
、
人
足
三
人　

□
山
喜
左
衛
門

　
　
　
　

三
人　

清
瀬
磯
吉

　
　
　

十
二
人　

田
中
伊
平

　
　
　
　

三
人　

田
中
伊
助

　
　
　
　

三
人　

北
市
甚
作

　
　
　

〆

今
年
、
屋
躰
ハ
四
町
巡
リ
弐
町
裏
廻
り
横
町
ニ
而
大
雨
ニ
相
成
候
へ
共
、
四
町
廻
り

候
共
成
、

但
し
山
ハ
御
蔵
町
ニ
而
有
川
右
衛
門
彼
是
申
出
し
山
と
め
に
も
相
成
候
処
、
本
家
有

川
殿
引
受
ニ
而
七
ツ
屋
へ
夕
方
に
ま
わ
り
候
也
、

五
月　

山
屋
躰
跡
酒
宿

　
　
　
　

田
原
彦
兵
衛

明
治
十
五
年
巳
（
午
・
一
八
八
二
）
五
月

一
、
中
入　

朝
山
吉
四
郎

一
、
右
人
足　

三
人　

片
山
伊
造

　
　
　
　
　
　

一
人　

有
川
留
平　

　
　
　
　
　

二
人　

永
久
保
喜
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

二
人　

林
甚
太
郎

今
年
ハ
屋
躰
計
ニ
而
四
町
廻
り
候
者
也
、

但
し
七
ツ
屋
ニ
而
横
町
ハ
先
き
立
ス
テ
引
替
不
都
合
ニ
相
成
候
ハ
ハ
、
他
の
腰
へ
除

け
候
也
、

　

跡
酒
宿

五
月
五
日　

朝
山
吉
四
郎

明
治
十
六
巳
年
（
未
・
一
八
八
三
）



一
、
中
入　

安
永
六
次
郎

　
　
　
　
　

十
七
人

一
、
右
人
足　

三
人　

□
□
源
三
郎

弐
人　

杉
原
甚
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

弐
人　

三
谷
源
二
郎

　
　
　
　
　
　

弐
人　

飛
騨
和
平

　
　
　
　
　
　

〆

今
年
ハ
五
月
一
日
二
日
天
気
宜
敷
候
故
、
行
灯
ハ
廻
り
、
三
日
よ
り
大
雨
ニ
相
成
、

五
日
ニ
御
祭
、
屋
躰
三
町
、
新
町
ハ
曳
山
仕
候
、
都
合
四
本
ニ
而
四
町
廻
り
候
也
、

　

跡
酒
宿

五
月
五
日　

前
川
嘉
助

（
明
治
十
七
年
か
ら
十
九
年
は
記
載
な
し
）

明
治
弐
拾
年
之
事
（
一
八
八
七
）

山
・
屋
躰
、
町
々
の
許
儀
ニ
而
横
町
山
・
屋
躰
出
シ
上
町
は
屋
躰
出
シ
、
新
町
は
山

出
シ
浦
町
山
出
シ
、
町
々
へ
引
わ
か
り
也
、

　

中
入
は
な
し

山
裁
許　

明
治
十
年
よ
り
林
甚
太
郎

　
　
　
　
　

同
十
六
年
よ
り
山
田
幸
吉

　
　
　
　
　

同
二
十
年
よ
り
杉
原
与
太
郎

　
　
　
　
　

同
三
十
年　

北
川
芳
太
郎

　

跡
酒
宿

明
治
弐
拾
年　

林
市
助

　
　

亥
年

五
月
八
日

明
治
二
十
壱
年
（
一
八
八
八
）

子
五
月

一
、
中
入　

中
村
伊
三
郎

　
　
　
　

十
七
人

一
、
右
人
足　

中
川
茂
右
衛
門

　
　
　
　

八
人

　

跡
酒
宿

　

五
月
八
日　

長
谷
川
長
市
郎
也

今
年
は
屋
躰
計
ニ
而
四
町
廻
ル
候
者
也
、

但
し
新
町
は
山
ヲ
出
シ
、
残
三
丁
屋
躰
ヲ
出
シ
都
合
四
本
ニ
而
四
町
廻
ル
、
然
共
今

年
よ
り
新
町
山
先
き
ニ
立
、
上
町
二
番
目
也
、
横
町
三
番
目
也
、
下
町
四
番
め
也
、

但
し
新
町
山
は
七
ツ
屋
半
兵
衛
ノ
前
控
候
処
、
勝
手
ニ
西
方
寺
前
迄
先
立
候
ニ
付
、

半
兵
衛
前
迄
引
も
と
シ
候
事
、

　

右
、
ケ
イ
コ
宿
名
記

　

有
川
昌
平　

山
田
清
六

　

広
□
三
之
丞　

石
原
八
太
郎

　

長
谷
川
喜
一
郎　

吉
田
七
治
郎

　

朝
山
吉
四
郎　

林
甚
太
郎

　

四
月
二
十
二
日
よ
り
同
三
十
日
迄

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
山
出

　

中
入　

前
川
嘉
助
殿

　

山
人
足　

中
入

　

広
島
三
之
助
殿

　
　

五
人

　

石
原
八
太
郎
殿

　
　

五
人



　

在
川
□
太
郎
殿

　
　

四
人

②
嘉
永
五
年
「
神
明
宮
様
御
巡
見
并
曳
山
等
仕
候
中
入
夜
喰
等
諸
事
記
帳
」

（
抜
粋
）

南
砺
市
立
福
野
図
書
館
所
蔵

　

福
野
敬
神
会
旧
蔵
、
南
砺
市
立
福
野
図
書
館
所
蔵
「
天
保
六
年
以
降　

御
中
人
並

御
通
夜
〃
喰
番
繰
帳
」
と
い
う
表
紙
で
綴
じ
あ
わ
さ
れ
た
帳
簿
の
う
ち
、
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）
「
神
明
宮
様
御
巡
見
并
曳
山
等
仕
候
中
入
夜
喰
等
諸
事
記
帳
」
の
初
め

か
ら
嘉
永
七
年
（
安
政
元
・
一
八
五
四
）
ま
で
の
部
分
を
掲
出
す
る
。

　

こ
こ
で
い
う
中
入
・
夜
喰
と
は
、
神
輿
巡
幸
の
際
の
中
入
御
宿
・
夜
食
の
担
当
者

の
こ
と
。
『
福
野
町
史
』
古
文
書
編
（
六
一
〇
頁
）
の
四
四
四
号
文
書
も
そ
れ
に
関

す
る
記
録
。
両
役
職
に
つ
い
て
は
、
『
町
史
』
に
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

　

中
入
御
宿
と
は
神
輿
巡
幸
の
休
憩
所
提
供
役
で
、
そ
こ
で
祭
式
が
あ
り
供
奉
者
へ

の
接
待
も
あ
っ
た
。
夜
食
は
、
五
月
二
日
の
夜
、
御
旅
所
に
神
輿
を
安
置
し
て
か
ら
、

山
伏
（
神
主
）
に
夜
食
を
提
供
す
る
役
。
い
ず
れ
も
町
の
分
限
者
（
富
裕
者
）
が
交

代
で
奉
仕
し
た
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
ま
で
は
、
二
軒
で
勤
め
中
入
御
宿
を
勤

め
て
い
た
が
、
同
九
年
以
降
は
一
軒
に
改
め
ら
れ
、
半
四
郎
・
清
左
衛
門
・
伊
左
衛
門
・

吉
左
衛
門
・
六
兵
衛
の
五
人
で
担
当
し
た
。
天
保
期
に
な
っ
て
か
ら
他
八
郎
・
清
六
・

万
右
衛
門
・
与
太
郎
・
七
之
丞
ら
新
興
の
人
が
加
わ
り
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）

か
ら
は
十
八
人
衆
と
呼
ば
れ
た
分
限
者
上
位
十
八
人
が
順
番
で
中
入
御
宿
を
勤
め
た

（
『
町
史
』
古
文
書
編
（
六
一
〇
頁
）
。

　

「
一
、
御
蔵
町
・
・
・
」
の
部
分
ま
で
は
、
嘉
永
五
年
時
点
で
整
え
た
役
員
一
覧

で
、
こ
の
時
点
で
の
役
員
構
成
が
わ
か
る
。
「
会
所
詰
」
「
十
人
頭
」
が
四
・
五
年
分

記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
先
々
の
「
毎
年
順
番
」
の
担
当
予
定
者
と
み
ら
れ
る
。
「
一
、

嘉
永
五
月
五
年
」
以
降
は
、
毎
年
、
中
入
、
夜
食
の
担
当
者
を
書
き
込
ん
で
い
っ
た

実
績
記
録
で
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
ま
で
書
き
継
が
れ
て
い
る
。

（
表
紙
）

　

壬
嘉
永
五
年

神
明
宮
様
御
巡
見
并
曳
山
等
仕
候
中
入
夜
喰
等
諸
事
記
帳

　

子
四
月
改　

福
野
町
役
人

（
本
文
）

一
、
毎
年
五
月
三
日
、
役
人
之
内
三
人
、
十
人
頭
、
町
内
よ
り
壱
人
宛
、
御
宮
方
御

会
所
へ
朝
六
ツ
時
ヨ
リ
相
詰
候
而
曳
山
等
之
穿
鑿
仕
候
事
、

　

会
所
詰
毎
年
順
番

一
、
嘉
永
五
年
壬
子　

伊
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
右
衛
門

一
、
癸
丑　
　
　
　
　

七
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
助

一
、
甲
寅　
　
　
　
　

文
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
郎
兵
衛

一
、
乙
卯　
　
　
　
　

善
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
太
郎

一
、
丙
辰　
　
　
　
　

他
八
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
兵
衛



　

十
人
頭　

同
断

一
、
壬
子　
　
　
　
　

甚
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
九
郎

一
、
癸
丑　
　
　
　
　

覚
右
衛
門

一
、
甲
寅　
　
　
　
　

勘
左
衛
門

一
、
乙
卯　
　
　
　
　

吉
四
郎

　

山
才
許
人
記

一
、
上
町　

茂
兵
衛

　
　
　
　
　

嘉
助

　
　
　
　
　

幸
吉

　
　
　
　
　

喜
右
衛
門

一
、
新
町　

茂
兵
衛

　
　
　
　
　

左
兵
衛

　
　
　
　
　

与
吉

　
　
　
　
　

和
右
衛
門

一
、
下
町　

伊
七
郎

　
　
　
　
　

安
兵
衛

　
　
　
　
　

十
右
衛
門

一
、
横
町　

徳
次
郎　

　
　
　
　
　

宗
助

　
　
　
　
　

新
兵
衛

　
　
　
　
　

伝
助

一
、
御
蔵
町
御
神
燈
之
才
許
人　

甚
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦
次
郎

（
こ
れ
以
降
は
昭
和
四
年
・
一
九
二
九
ま
で
書
き
継
ぐ
）

一
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
五
月　

　
　
　
　
　
　

御
中
入　

算
用
聞
見
習
伊
左
衛
門

一
、
同
断　
　

夜
喰　
　

飴
屋
徳
次
郎

〆一
、
同
年
、
会
所
詰　

算
用
聞
見
習
伊
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

肝
煎
源
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
合
頭
万
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
人
頭
甚
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
並　

半
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆

一
、
嘉
永
六
年　

御
中
入　

上
野
屋
清
六

一
、
同
年　
　
　

夜
喰　
　

宮
島
屋
八
太
郎

〆
（
安
政
元
年
・
一
八
五
四
）

嘉
永
七
年　

御
中
入　

組
合
頭
万
右
衛
門

　
　
　

同　

夜
喰　
　

合
羽
屋
宗
助
（
花
押
）

〆但
、
同
年
、
万
右
衛
門
殿
指
支
申
ニ
付
、
源
衛
門
方
ニ
而
御
中
入
有
之
事
、
夜
喰
之

義
も
宗
助
方
ニ
指
支
申
ニ
付
、
与
三
市
方
ニ
而
夜
喰
相
勤
申
候
、

（
安
政
二
年
・
一
八
五
五
以
降
は
省
略
。
写
真
は
全
文
を
掲
載
）

③
絵
葉
書
「
越
中
福
野
夜
高
祭
絵
葉
書
」　

個
人
蔵

　

封
筒
、
二
つ
折
り
解
説
紙
、
絵
葉
書
（
縦
一
四
二
ミ
リ
、
横
九
一
ミ
リ
）
六
枚
。



う
ち
一
点
は
写
っ
て
い
る
提
灯
の
文
字
に
よ
り
七
津
屋
の
行
燈
だ
と
わ
か
る
。
発
行

元
の
「
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
」
は
金
沢
の
老
舗
書
店
「
う
つ
の
み
や
書
店
」
と

み
ら
れ
る
。
撮
影
担
当
の
「
ミ
ヅ
キ
写
真
館
」
は
、
か
つ
て
福
野
の
新
町
に
所
在
し

た
（
往
藏
久
雄
氏
ご
教
示
）
。
制
作
時
期
は
、
捺
さ
れ
た
高
岡
駅
の
記
念
ス
タ
ン
プ

の
日
付
「
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
五
月
十
九
日
」
か
ら
、
そ
れ
以
前
と
判
明
す
る
。

二
次
利
用
自
由
。

〔
絵
葉
書
記
入
文
字
〕

ミ
ヅ
キ
写
真
館
撮
影

Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
（
宇
都
宮
書
店
）

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｅ　

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
（
フ
ラ
ン
ス
語
で

万
国
郵
便
連
合
）

〔
封
筒
表
書
〕

越
中
福
野　

夜
高
祭
絵
葉
書

〔
記
念
ス
タ
ン
プ
〕

高
岡
駅　

昭
和
９
．
５
．
１
９

〔
解
説
紙
〕

越
中
福
野
町
夜
高
行
燈
の
解
説

福
野
町
。
富
山
県
東
砺
波
郡
に
あ
り
、
砺ト

ナ

ミ波
平
野
の
中
央
に
位
置
し
、
中
越
線
、
加

越
線
の
交
叉
点
に
し
て
交
通
至
便
、
人
口
五
千
余
、
木
綿
織
を
産
す
所
謂
福
野
縞
之

な
り
。

福
野
町
は
昭
和
六
年
よ
り
二
百
八
十
二
年
前
、
慶
安
二
年
に
、
野ノ

ジ

リ尻
の
郷
士
阿
曾
三

右
衛
門
が
郡
奉
行
に
願
出
で
翌
年
許
可
を
得
て
創
立
し
た
る
市イ

チ

バ

マ

チ

場
町
な
り
。
爾
来
今

日
に
至
る
ま
で
毎
月
二
と
七
の
日
に
市
行
は
る
。

神
明
社
の
創
立
と
五
月
大
祭
。
福
野
町
福
野
の
氏
神
に
し
て　

天
照
皇
大
神　

豊
受

皇
大
神
を
奉
祀
す
。

福
野
町
の
創
立
後
慶
安
五
年
に
伊
勢
神
宮
よ
り
勧
請
せ
る
も
の
と
伝
ふ
。
そ
の
御
霊

代
御
着
の
日
、
倶ク

リ

カ

ラ

利
伽
羅
辺
に
て
日
暮
れ
た
る
に
よ
り
、
町
民
は
挙
つ
て
提
灯
代
り

の
行
燈
を
携
へ
て
奉
迎
せ
り
。
此
の
由
来
に
基
つ
き
毎
年
五
月
大
祭
に
あ
た
り
、
一

日
の
宵
祭
及
び
翌
二
日
〔
例
祭
執
行
の
後
、
神
輿
を
御オ

タ

ビ

シ

ヨ

旅
所
に
奉
安
〕
の
御
旅
所
祭

の
両
夜
、
行
燈
を
持
参
し
参
詣
し
た
る
も
の
、
次
第
に
習
慣
と
な
り
、
更
に
そ
の
行

燈
に
意
匠
を
加
へ
競
う
て
大
い
な
る
も
の
を
製
し
遂
に
地
方
特
有
の
神
事
と
な
れ

り
。
五
月
三
日
に
は
神
輿
の
渡
御
あ
り
、
こ
の
日
各
町
の
山
車
並
に
屋
台
を
曳
出
し

て
全
町
を
練
廻
る
。
蓋
し
神
輿
に
随
行
す
る
の
謂
な
り
。

夜ヨ
タ
カ
ア
ン
ド
ン

高
行
燈
。
略
し
て
「
夜
高
」
と
い
ひ
、
或
は
「
に
は
か
」
と
も
い
ふ
。
五
月
一
日

二
日
の
両
夜
、
全
町
に
て
約
三
十
台
の
大
紅
燈
に
火
を
点
じ
て
美
観
壮
観
い
ふ
べ
か

ら
ず
。

其
の
構
造
は
中
心
に
武
者
絵
の
勇
壮
な
る
を
描
け
る
「
田デ

ン
ガ
ク楽

」
行ア

ン
ド
ン燈

〔
元
は
奉
書

十
八
枚
張
り
位
あ
り
し
も
今
は
九
枚
乃
至
六
枚
張
り
と
な
る
〕
あ
り
、
そ
の
上
方
前

後
に
「
釣ツ

リ
モ
ノ物

」
を
吊
る
し
、
更
に
頂
に
「
山ダ

シ車
」
を
据
う
。

こ
の
釣
物
も
山
車
も
竹
を
以
っ
て
骨
組
を
作
り
、
紙
を
貼
り
、
蝋
に
て
線
、
模
様
を

描
き
赤
を
主
と
せ
る
彩
色
を
施
し
た
る
も
の
に
て
、
高
御
座
、
神
輿
、
花
鳥
、
人
物
、

城
郭
、
舟
、
車
、
等
の
形
を
表
す
。
そ
の
技
巧
極
め
て
精
細
、
人
目
を
驚
か
す
も
の

あ
り
。
而
も
こ
れ
毎
年
そ
の
構
造
意
匠
を
新
案
す
る
も
の
な
れ
ば
以
て
其
の
努
力
を

察
す
べ
き
な
り
。
更
に
町
内
の
若
衆
が
勇
壮
に
し
て
快
活
な
る
調
子
を
以
て
夜
高
節

と
い
ふ
べ
き
一
種
の
俚
謡
を
太
鼓
、
拍
子
木
の
囃
に
て
唄
ひ
つ
、
舁
き
廻
り
練
り
行

く
光
景
は
実
に
壮
絶
快
絶
と
称
す
べ
し
。

こ
れ
を
観
ん
と
し
て
近
郷
近
在
は
も
と
よ
り
遠
く
汽
車
便
を
以
て
来
る
客
頗
る
多

く
、
中
越
線
加
越
線
共
に
臨
時
列
車
を
運
転
し
、
町
内
の
雑
踏
殷
賑
を
極
む
。
（
神

明
社
々
掌　

河
合
正
則
識
す
）
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夜
高
節

□　

五
條
の
橋
か
ら
牛
若
弁
慶
ヨ
蹴ケ

ア合
ひ
跳ハ

ネ

ア合
ひ

　

サ
マヽ

？

弁
慶
負
け
た　

サ
ヽ
ド
ツ
コ
イ
サ
ノ
サ　

ヨ
イ
ヤ
サ　

チ
ヨ
イ
ヤ
サ

□　

瀬
田
の
唐カ

ラ

ハ

シ

カ

ラ

カ

ネ

ギ

ボ

シ

橋
唐
銅
擬
宝
珠
ヨ
水
に
影
さ
す

　

サ
ヽ
膳ゼ

ゼ所
の
城　

サ
ヽ
ド
ツ
コ
イ
サ
ノ
サ　

ヨ
イ
ヤ
サ　

チ
ヨ
イ
ヤ
サ

□　

今
年
や
世
が
良
う
て
穂
に
穂
が
さ
る
ヨ　

桝
が
い
ら
い
で

　

サ
ヽ
箕
で
量
る　

サ
ヽ
ド
ツ
コ
イ
サ
ノ
サ　

ヨ
イ
ヤ
サ　

チ
ヨ
イ
ヤ
サ

□　

東
山
か
ら
西
山
ま
で
も
ヨ
蜘
蛛
が
糸
か
く

　

サ
ヽ
山
蜘
蛛
が　

サ
ヽ
ド
ツ
コ
イ
サ
ノ
サ　

ヨ
イ
ヤ
サ　

チ
ヨ
イ
ヤ
サ



ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘�

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘�

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘�

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘�



ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘�

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘�

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘�

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��



ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘����

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��



ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��



ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��



ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��



ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��

ࠗやたい稽古并中入等記帳࠘��



�神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ

�神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ

�神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ

�神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ



�神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ

���神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ

�神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ

�神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ



�神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ

�神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ

��神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ

��神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ



��神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ

��神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ

��神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ

��神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ



��神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ

��神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ

��神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ

��神明宮様御巡見并曳山等仕候中入夜喰等諸事記帳ࠖࠕ


